
冬
の
低
温
を
好
む
病
原
菌
が

多
い
ス
ト
ッ
ク
の
病
害

　

ス
ト
ッ
ク
は
冬
か
ら
早
春
に
出
回
る
ア
ブ

ラ
ナ
科
の
一
年
草
で
す
。
遺
伝
的
に
一
重
と

八
重
が
半
分
ず
つ
咲
く
の
で
す
が
、
一
重
は

苗
の
段
階
で
間
引
か
れ
、
商
品
に
な
る
の
は

八
重
だ
け
で
す
。
冬
の
作
物
な
の
で
低
温
を

好
む
病
原
菌
が
多
く
、﹁
日
本
植
物
病
名
目
録
﹂

に
は
、
ウ
イ
ル
ス
病
2
種
、
細
菌
病
１
種
、

糸
状
菌
病
11
種
、
線
虫
病
１
種
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。

■
細
菌
病
に
よ
る
病
害

●
黒く

ろ

腐ぐ
さ
れ

病
（Ｘanthomonas

cam
pestris

pｖ. incanae

）

　

苗
か
ら
成
植
物
ま
で
侵
さ
れ
ま
す
。
葉
は

縁
か
ら
褐
変
が
始
ま
り
、
や
が
て
葉
全
体
に

広
が
り
大
型
の
不
整
形
病
斑
に
な
り
ま
す
。

病
勢
が
進
む
と
、
紙
の
よ
う
に
な
り
落
葉
し

て
し
ま
い
ま
す
。
茎
に
亀
裂
が
生
じ
る
と
、

そ
こ
か
ら
灰
白
色
の
汁
が
噴
き
出
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
病
原
菌
の
塊
で
す
。

こ
の
段
階
に
な
る
と
茎
の
切
断
面
は
黒
変
し

て
い
ま
す
。
病
原
菌
は
土
壌
中
に
存
在
し
、

雨
滴
と
と
も
に
ス
ト
ッ
ク
の
傷
口
か
ら
侵
入

し
ま
す
。

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
黒
腐
病
菌
と
種
ま
で
同

じ
で
す
が
、
病
原
性
が
分
化
し
て
お
り
、
ス

ト
ッ
ク
黒
腐
病
菌
は
ス
ト
ッ
ク
の
み
に
病
原

性
が
あ
り
ま
す
。

■
子
の
う
菌
類
に
よ
る
病
害

●
菌き

ん

核か
く

病（Ｓclerotinia
sclerotiorum

）

　

お
よ
そ
１
2
０
種
類
の
作
物
に
本
病
の
記

録
が
あ
り
、
非
常
に
多
犯
性
の
病
害
で
す
。

茎
の
地
際
部
～
中
間
く
ら
い
の
位
置
が
は
じ

め
は
水
浸
状
に
な
り
、
や
が
て
発
病
部
位
周

辺
に
白
い
綿
毛
状
の
菌
糸
が
ま
と
わ
り
つ
き

ま
す
。
発
病
部
位
か
ら
上
部
は
萎い

凋ち
ょ
う

・
枯
死

し
、
そ
の
後
、
表
面
お
よ
び
茎
内
部
に
は
黒

色
で
、
ネ
ズ
ミ
の
糞
状
の
菌
核
が
形
成
さ
れ

ま
す
。
こ
の
菌
核
が
土
壌
に
落
下
し
て
、
次

年
度
の
伝
染
源
と
な
り
ま
す
。
菌
核
か
ら
空

中
を
飛
散
す
る
子
の
う
胞
子
が
形
成
さ
れ
る

た
め
、
植
物
体
の
比
較
的
上
部
に
も
病
斑
が

形
成
さ
れ
ま
す
。

第10回　ストック

花き病害の
特徴と診断・防除

富山県農林水産
総合技術センター　農業研究所

築
ちく

尾
お

嘉
よし

章
あき

昭和50年、大阪府立大学農学部大学院修士修了。昭和64年、大阪府立
大学農学博士。現在は、富山県農林水産総合技術センター農業研究所
勤務。専門は植物病理学。現役時代は北海道農試を振り出しに野菜・
茶試などを経て農研機構 花き研究所などで花き病害の研究に従事。

細菌

子のう菌類

↑中位から下位の葉に不整形の病斑が現れ、
しおれる。（菅原原図）

　（病原体名：Xanthomonas campestris
pv.incanae）

↑地際部茎にネズミの糞状の黒色菌核が形
成されている。

　（病原体名：Sclerotinia sclerotiorum）

↑茎の維管束が褐変している。（菅原原図）
　（病原体名：Xanthomonas campestris

pv.incanae）

黒腐病黒腐病

菌核病
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■
不
完
全
菌
類
に
よ
る
病
害

●
萎
凋
病
（Fusariu

m
 
oxysporu

m
 

f.sp
.conglutinans

）　 

　

ス
ト
ッ
ク
栽
培
で
一
番
致
命
的
に
な
る
病

害
で
す
。
生
育
の
後
半
、
ま
も
な
く
出
荷
を

迎
え
る
こ
ろ
に
な
っ
て
、
症
状
が
現
れ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
農
家
に
と
っ
て
は
精
神
的

被
害
が
大
き
い
病
害
で
す
。
最
初
、
下
葉
の

葉
脈
部
分
が
編
み
目
状
に
黄
色
く
な
り
、
や

が
て
葉
全
体
に
広
が
り
ま
す
。
こ
の
黄
化
が

徐
々
に
上
部
へ
と
上
が
っ
て
行
き
、
や
が
て

株
全
体
が
し
お
れ
て
落
葉
し
ま
す
。

　

発
生
は
坪
枯
れ
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
激
発
す
る
と
畝
全
体
に
及
ぶ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
発
病
株
を
切
っ
て
み
る
と
地
際
部

の
維
管
束
が
褐
変
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
本
病
は
土
壌
伝
染
性
の
病
害
で
被
害

植
物
の
残ざ

ん

渣さ

中
に
厚
壁
胞
子
と
い
う
耐
久
器

官
を
作
り
、
こ
れ
が
土
壌
中
で
数
年
に
わ
た

り
残
存
し
ま
す
。

　

本
病
菌
はf

.sp
 
con

glutina
ns

に
細
分
さ
れ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ボ
タ
ン
な
ど

に
も
病
原
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
半
身
萎
凋
病（Verticillium

 dahliae

）

　

萎
凋
病
と
症
状
は
似
て
い
て
、
本
病
も
土

壌
伝
染
し
、
寒
冷
地
で
の
発
病
が
多
い
病
気

で
す
。
名
前
の
と
お
り
、
典
型
的
に
は
植
物

体
の
半
分
側
に
症
状
が
出
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
出し

ゅ
つ

蕾ら
い

期
以
降
の
発
病
が
多
く
下
葉
か
ら

黄
化
が
始
ま
り
、
じ
わ
じ
わ
と
症
状
が
上
部

へ
と
進
行
し
ま
す
。
茎
を
切
っ
て
み
る
と
維

管
束
が
褐
変
し
て
い
ま
す
が
、
萎
凋
病
ほ
ど

顕
著
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
現
頻
度
は
萎
凋

病
の
1
割
程
度
で
し
ょ
う
か
。
顕
微
鏡
で
褐

変
部
を
観
察
す
る
と
微
小
菌
核
と
呼
ば
れ
る

黒
粒
が
観
察
で
き
ま
す
。
本
菌
は
ナ
ス
に
強

い
病
原
性
を
示
し
、
ト
マ
ト
に
は
病
原
性
が

あ
り
ま
せ
ん
。

●
灰
色
か
び
病（Botrytis

 cinerea

）　

　

本
病
は
2
2
3
種
類
の
作
物
で
記
録
が
あ

り
、
非
常
に
多
犯
性
の
病
害
で
す
。
生
育
時

期
後
半
全
般
に
わ
た
っ
て
本
病
の
発
病
適
温

域
に
あ
る
た
め
、
定
期
的
な
薬
剤
散
布
が
必

要
に
な
る
病
害
で
す
。

　

最
初
、
葉
の
先
端
の
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
、

古
く
な
っ
て
や
や
傷
ん
だ
花
弁
、
花
殻
な
ど

に
発
病
し
ま
す
。
そ
こ
を
足
が
か
り
に
し
て

病
斑
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

湿
度
が
適
当
な
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
患
部

に
肉
眼
で
も
見
え
る
灰
色
の
胞
子
の
塊
が
形

成
さ
れ
ま
す
。
気
温
15
～
20
℃
ぐ
ら
い
が
胞

不完全菌類

↑圃場での発病状況。欠株は発病して抜き取ら
れたため。

　（病原体名：Fusarium oxysporum f.sp.
conglutinans）

↑地際部茎の切断面。維管束が褐変しているこ
とが分かる。

　（病原体名：Fusarium oxysporum f.sp.
conglutinans）

↑花弁の縁から褐変が拡がる病徴。
　（病原体名：Botrytis cinerea）

↑葉の病斑部に胞子が形成されている。
　（病原体名：Botrytis cinerea）

↑茎の切断面。維管束が褐変している。（菅原原図）
　（病原体名：Verticillium dahliae）

↑抜き取った発病株の様子。下葉の黄化が目立
ち、根量が非常に少ない。

　（病原体名：Fusarium oxysporum f.sp.
conglutinans）

←
萎凋病とよく似た症状。下葉が黄化している。

（菅原原図）
（病原体名：Verticillium dahliae）

萎凋病 萎凋病

半身萎凋病

灰色かび病灰色かび病

半身萎凋病

萎凋病
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子
形
成
の
適
温
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
風
の

流
れ
や
、
振
動
で
も
胞
子
は
空
中
に
飛
散
し

周
り
へ
と
伝
染
し
ま
す
。
ま
た
、
菌
核
病
に

比
べ
る
と
、
か
な
り
小
さ
い
菌
核
（
こ
れ
は

ほ
と
ん
ど
気
づ
か
な
い
大
き
さ
で
す
）
を
作

り
、
次
年
度
の
伝
染
源
に
な
り
ま
す
。

■
症
状
は
似
て
い
る
が
、
区
別
さ
れ
る
病
害

●
苗な

え

立た
ち

枯が
れ

病（Rhizoctonia
 solani

）　

（
不
完
全
菌
類
）と
苗な

え

腐ぐ
さ
れ

病
（Pythium

 

aphanidermatum

な
ど
）
（
卵
菌
類
）

　

ス
ト
ッ
ク
は
夏
か
ら
秋
の
高
温
期
に
播
種

す
る
作
型
に
な
る
の
で
、
土
壌
が
汚
染
さ
れ

て
い
る
と
育
苗
期
に
苗
立
枯
れ
症
状
が
問
題

と
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
、
花
き
の

場
合
、Rhizoctonia

に
よ
る
苗
立
枯
れ

もPythium

に
よ
る
苗
立
枯
れ
も
症
状
的
に

区
別
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
両
者

と
も
に
苗
立
枯
病
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
ス
ト
ッ
ク
で
は
二
つ
に
区
別
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

苗
立
枯
病
の
場
合
、
育
苗
期
ま
た
は
定
植

直
後
、
苗
の
地
際
部
が
暗
褐
色
、
水
浸
状
に

腐
敗
し
、
急
激
に
萎
凋
し
、
枯
死
し
ま
す
。

本
病
に
、
品
種
間
差
異
は
認
め
ら
れ
ず
、
菌

糸
融
合
群
A
G
-
4（
培
養
型
Ⅲ
A
）に
細
分

さ
れ
ま
す
。

　

苗
腐
病
の
場
合
も
、
症
状
は
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。
こ
ち
ら
は
単
独
の
病
原
菌
で
は
な
く
6

種
類
く
ら
い
のPythium

が
関
与
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
肉
眼
的
に
区
別
は
で
き
ま

せ
ん
。Rhizoctonia

とPythium

で
は
有

効
薬
剤
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
の
病

原
菌
で
発
病
し
て
い
る
の
か
を
見
極
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
が
、
顕
微
鏡
が
な
い
と
判
別

は
難
し
い
で
す
。

 以前、うどん粉をまぶしたような病害うどんこ病（Powdery mildew）について書き
ましたが、今回はべと病です。「露菌病」とも呼ばれ、英語ではDowny mildewと言い
ます。Downyは「ふかふかした」や「綿毛」、Mildewは「かび」という意味です。国内
では102件の作物でべと病が記録されています。
 それぞれの作物で病原菌の種類は異なりますが、卵菌類、ペロノスポラ（Peronospora）
科に属する複数の菌によって起こる病害という点で共通します。この病気にかかる
と、葉の裏側に霜のような白～灰色のかびが肉眼で見えるようになり、湿っぽく枯
れてしまいます。これが、べと病の名前の由来です。このグループに属する菌は絶
対寄生菌といって人工培養することができません。

 347件の作物で炭疽病の記録があり、この病気もたくさんの花き類に悪さをしま
す。葉に黒褐色の斑点病斑が現れ、茎にはくさび型病斑を形成します。やがて斑点
の中に、肉眼でかろうじて見える黒色の粒が形成され、顕微鏡レベルでは黒粒に黒
色の毛が生えていることが多いです。多湿条件下では、表面に鮭肉色の粘液が生じ
ます。この粘液は雨水とともに、周辺へと伝搬されます。
 コレトトリカム（Colletotrichum）、またはこれらの完全時代であるグロメレラ
（Glomerella）属の糸状菌によっておこる病害の総称です。人獣共通感染症に本病と
同名の病気があり、間違われることがありますが、まったくの別物です。
 動物の炭疽病は細菌Bacillus anthracisによるものでAnth r a xと呼びますが、植物
の炭疽病は糸状菌によるものでAnthracnoseと総称されます。基本的には葉や茎に黒
色の斑点病斑を多数作ります。激発すると黒く枯れるので、「炭疽病」という名前が
付いています。

不完全菌類

卵菌類

豆 知 識

↑抜いてみると病斑が地際部を中心に上下へと広
がっている。（菅原原図）

　（病原体名：Rhizoctonia solani）

↑根が侵されるため、生育が抑制されている。　
（病原体名：Pythium spp.）

↑地際で苗が侵され、地上部を支えきれずに倒伏
する。（菅原原図）

　（病原体名：Rhizoctonia solani）

↑細根が水浸状に変色している。
　（病原体名：Pythium spp.）

苗立枯病

苗腐病苗腐病

苗立枯病

べと病という病害

炭
たん

疽
そ

病という病害
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